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＜連絡事項＞

· 9/10までに経過連絡表を各担当分作成すること。

＜外来情報＞

· 関　秀治様　　～9/4両親も含めケア会議があることを報告されている。

· 北嶋　剛様　　～「先週は、父が軽くあたったので来れませんでした」と話される。

· 大釜　久直様　～「日赤病院に行って薬を貰って来た」と報告される。

＜青明舎からの情報＞

自立支援法に伴う、障害程度区分認定調査が入る。市の担当者がグループホームで調査を行う。

９月１３～１５日まで　一人一時間の予定。

１３日　１４：００～　村田昭一様

　　　　１５：００～　赤坂順市様

１４日　　９：３０～　其田淑子様

　　　　１０：３０～　種本サワ様

　　　　１４：００～　淡路智恵子様

　　　　１５：００～　冨田紀子様

１５日　　９：３０～　戸賀沢潔様

　　　　１０：３０～　松永勘五郎様

＊八戸の方だけの調査。平康子様につきましては、別な日程で行う。

＜利用者様情報＞　　　　　　　　　　

· 河村　哲久様、中川原　義雄様の食事箋と指示箋が出来、通所準備整っている。

· 関　秀治様　～9/4　9:30～ケア会議実施予定。

· 鹿原　博夫様～9/5　ケア会議予定。今後の方向性とうみねこ幸房の仕事内容について見直しを行
　　　　　　　なう。時間、場所は決まり次第連絡あり。

· 稲垣　ふき様～赤田外科受診後、一度デイナイトケアに戻るよう青風荘スタッフが促すも、直接レ

ストランに行かれ昼食摂取される。レストランにて北病棟に入院している妹様と対
面している。
· 清川　厚子様～「青山荘の担当スタッフと金銭の遣り繰りについて話し合っているが、上手くいっ
　　　　　　　ていない」と話される。現在、１週間に5000円使い切っているが、今後は2000円
　　　　　　　貯金するよう青山荘担当スタッフと話し合い決めたとのこと。しかし、出来るか不
　　　　　　　安と話される。再度、担当者と話し合うよう促し、青山荘に情報提供している。
· 杉澤　恵子様～体重・腹囲測定、持ち物検査、身体状況の確認、足浴、ウォーキング等1日のケア
　　　　　　　項目が多い為、チェックリストを作成し、ケアの漏れ防止とする。
· 庭野　弘樹様～デイケアからのステップアップについて本人と話し合いを行なっているが、「デイ
　　　　　　　ケア良いですね。働かないでデイケアに居ようかな」と話される等、仕事に対する
　　　　　　　意識が薄くなって来ている様子。青明舎の利用を促すも「登録していないかも知れ
　　　　　　　ません」と話される為、青明舎登録の確認をする。本人へは青明舎にて仕事に対す
　　　　　　　る援助等、活動内容の説明を行ない、「今度行ってみようかな」との発言聞かれて
　　　　　　　いる。

＜食事サービス提供管理の内容検討＞

· 魚の切り身が大きくなった。

· 魚料理時「生臭い」とメンバーが話され残食する方が多い。

· 夕食にゼリーが出るようになりメンバーが喜ばれていた。

· 糖食者のお膳の札が間違っている。

· ラーメンを出してほしいと言う意見があり。

· チャーハンの献立時、チャーハンが硬く、具も大きく粥・極刻みの方が全量摂取出来なかった。

糖食の方の量が少なく、低血糖を起こしそうになったメンバーがおられた。

＜青風荘入所利用者様　検討＞

田中　正士様　（64）　統合失調症　　合併症：変形性脊椎症　　

デイナイトケア利用年数：３年

○主治医よりデイナイトケア利用時の目的として

· 生活の質の向上

· 残存能力の回復・維持

○デイナイトケア治療計画

· 自立心が強いので、本人のプライドに配慮して関わる必要がある。

· 変形性脊椎症により歩行不安定な為、特に運動プログラムや移動時は事故のないよう見守る。

○通所当初の様子との違い

· 対人交流

　　　通所当初　…些細な事で易怒的となり、他メンバーと打ち解ける様子があまり見られなかった。

現在の様子…プログラムや余暇時間を通して徐々に自分から話し掛けることが出来るようになり、周りと調和も取れるようになった。

　　　　　　周囲の言動に対して、易怒的となる事はない。

　　　　　　⇒・対人交流の場の提供。

・定期的な面談を行ない、思っていることを話したり、ストレスの発散が出来るような場面の提供。

· 失禁（切迫失禁にて１ヶ月に１回程度）

通所当初　…失禁しても伝えようとしない。失禁後２～３日機嫌が悪く、周囲との交流を持とうとしない。

現在の様子…穏やかな表情で失禁した事を告白し、自分から更衣の為に青風荘へ戻る事を相談して来られている。失禁により汚れた床を自ら拭き掃除している。

　　　　　　　　　⇒・床を拭いているも汚れを伸ばしているだけなので臭いまでは取れていない。今後、床の掃除の仕方についてプログラムの勉強会に取り込んでいく。

　　　　　　　　　　・切迫失禁防止の為、排泄時間を調べ、その時間に排泄するよう促す。

· 歩行

　　　通所当初から現在まで坂道は加速歩行していることに変化は見られない。一時的に杖を持参して通所されていたが、現在は杖を持ってこられることはない。本人は「杖が無くても平気」と話されており、プライドが高いことからも周囲の目を気にしている様子。

プログラム時に椅子から立ち上がる際、不安定で転倒の可能性がある。本人から、「椅子から床に座ってから立ち上がると楽だ」との意見聞かれている。

以前は余暇時間を利用して歩行練習をしていたが、最近は「腰痛、足痛がある」と話され歩行練習は見られない。

　　⇒・プログラムの際には、テーブルを配置するなど椅子から立ち上がりやすいように環境を整備する。

・歩行時は横に付き見守り、足元が危険な箇所では予め声掛けを行ない注意を促す。

・転倒時にはスタッフに報告して頂けるように説明する。

・転倒した際には、擦過傷などがないか身体チェックをさせて頂くことを予め説明し了承を得ておく。










